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2011年10月16日 主日礼拝メッセージ 

 

聖書箇所：ルカの福音書6章35~38節 

説教題：さばいてはいけません 

 
１ さばいてしまう自分 
 先週に引き続き、今日の箇所にも私たちが
よく知っているみことばが登場します。特に
37 節の「さばいていはいけません。そうす
れば、自分もさばかれません」は特に有名で
す。人間関係に大きな問題が起き、相手を憎
んでしまうようなことが起きたとき、このみ
ことばを持ち出し、親切に警告する方もおり
ます。人から言われなくても、相手を感情的
になってさばいてはいけないことは頭では
わかっているつもりです。しかし、いつも言
うことですが、わかっていることと実際にそ
のようにできるのかはまた別ことです。多く
の方が、誰かをさばいてしまうことで悩んで
おります。いったいどうしたら、人をさばか
ずに済むようになるのかと考えるのですが、
いつもうまくいきません。 
 

２ まるで鏡のように 
 37，38節を読みます。「さばいていはいけ
ません。そうすれば、さばかれません。人を
罪に定めてはいけません。そうすれば、自分
も罪に定められません。赦しなさい。そうす
れば、自分も赦されます。与えなさい。そう
すれば、自分も与えられます。」 
 ここを読んでいると鏡を思い出します。鏡
の前に立って、口を開ければ、鏡の中の自分
も口を開ける。口を閉じれば、鏡の中の自分
も口を閉じる。いずれも、まず自分がやらな
ければ、鏡の中の自分は行動しません。それ
と同じように、まずあなたが最初に人の罪を

赦しなさい。そうすれば神は、まるで鏡のよ
うにしてあなたの罪を赦してあげますよ。そ
んな内容に聞こえます。しかし、さばいては
いけないと知っていながら、どうしてもさば
いている自分がいることを知って苦しんで
います。 
 イエスは、できない私たちを責め立てるた
めにこのようなことを語るはずはありませ
ん。むしろ反対に、私たちの苦しみを知って
くださり、その苦しみを取り去るために語っ
てくださっているはずです。どいうことなの
か。次にその事を考えます。 
  

３ 恩知らずの悪人 
（１）人と人 
 ヒントは 35節後半、36節にあります。「な
ぜなら、いと高き方は、恩知らずの悪人にも、
あわれみ深いからです。あなたがたの父があ
われみ深いように、あなたがたも、あわれみ
深くしなさい。」 
 イエスが私たちに、「さばいてはいけませ
ん」とか「赦しなさい」と言われるのは、天
の父なる神が恩知らずの悪人にもあわれみ
深いからなのだというのです。「恩知らずの
悪人」とは誰のことでしょうか。また、その
恩知らずの悪人は、どれほどひどい者なので
しょうか。 
 神のことをいきなり考えてもぴんと来ま
せん。私たちの身近で経験する例を考えてみ
ましょう。自分がほかの人に対して腹を立て
るような場合です。例えば、侮辱されたら腹
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が立ちます。顔を殴られてもそうです。財布
や大事なものを盗まれたら腹が立ちます。ま
だまだたくさん挙げればきりがありません。
しかし一方、いつまでも腹を立てているわけ
にもまいりません。というのは、腹を立てる
のにも大変なエネルギーが必要で、怒ってば
かりいると疲れてくるからです。なので遅か
れ早かれ、なんとか怒りの矛先を納め、自分
なりに納得しなければならなくなります。
「財布を盗まれたのは自分が悪かったから
だ。お金がなくなっただけで、いのちが取ら
れたわけではないのだから、不幸中の幸いと
思うことにしよう。」そんなふうに納得し、
忘れようとします。 
 しかし、貸したお金を返してくれないと
なったらどうでしょう。それもかなりまと
まった金額という場合です。とても、納得は
できません。運が悪かったからなどとは言え
ません。「あのとき、困っていると言うので
貸してやったのに、返す期日が来ても返す気
もない。なんというやつだ。」この恨みは忘
れようと言っても忘れるものではありませ
ん。相手を信頼したのに裏切られました。そ
のことをなんども思い出し、そのたびに腹を
立て、悔しい思いをします。「恩知らずの悪
人」と怒鳴りたくなります。お金のこととな
ると、一円でもきちんと取り返さなければ気
が済まない私たちがいます。 
 

（２）神と人 
 神はどうでしょうか。神からご覧になって、
恩知らずの悪人とは誰のことでしょう。お気
づきのとおりに、私たち人間です。神は私た
ちを土のちりから形づくってくださり、いの
ちを与えてくださり、私たちが生きるために
必要ないっさいのものを与えてくださって

いました。でも私たちはその神に向かって何
をしましたか。 
 この世界に神などいないと言ってきまし
た。この世界を造られた神ではない、ほかの
神々を拝んできました。自分が神になろうと
がんばってきました。神なんかいなくても、
自分たちはうまくやっていけると考えてい
ました。この世は、能力のある者こそが勝ち
残る世界だと徹底的にたたき込まれ、弱い者
を蹴落としてでも自分の幸せを守ろうとし
ていました。 
 私の友人と話したときのことですが、彼は
こう言ったのです。「自分は神の存在はまだ
信じられない。でも、能力という宗教はずっ
と信じて生きてきたかもしれない。この宗教
は、バラ色の世界だけがあるかのような幻想
をふりまき、自分の弱さや罪深かさを見ない
のようにさせる。」 
 人々は神なんかいないと口では言いなが
ら、実際にやっていることを見ると、実は自
分の能力を神として生きているのです。それ
が私たち人間の現実です。聖書の神がご覧に
なれば、私たちはまことに恩知らずの悪人と
呼ばれても当然です。神からたくさんのもの
をいただきながら、「そんなものもらった覚
えはありません。目障りだから神様にはお引
き取り願いましょう」と言っているようなも
のです。返すべき膨大な借金があるのに、ふ
んぞり返っているようなものです。まことに
「恩知らずの悪人」です。 
 

４ あわれみ深い天の父 
（１）まだよくかわかっていない 
 もし天の父なる神があわれみ深くなかっ
たのなら、どうなったでしょう。自分が神の
立場に立ってみたらすぐにわかります。そん
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な恩知らずには、腹を立てます。絶対に赦せ
ません。愛することなどとんでもありません。
貸したものはきっちりと返してもらう。これ
が正義というものだ。なんなら裁判所に訴え
て、きちんとさばいてもらって白黒はっきり
つけましょう、と息巻きます。借金を返さず
にふんぞり返っているようなやつは、地獄落
ちればよいとさえ思うでしょう。もし私たち
が神の立場なら、そう考えます。 
 しかし神はどうか。イエスは言われます。
「いと高き方は、恩知らずの悪人にも、あわ
れみ深いからです。」この方は、相手がたと
えどんな恩知らずの悪人であっても、貸した
ものを返してもらおうとは思いません。この
方は、どんなにひどく侮辱をされ、どんなに
ひどく憎まれても、どんなにひどくからだを
痛めつけられても、決して相手をさばくこと
はしないし、決して罪に定めることはなさい
ません。どこまでもどこまでも敵を愛し続け
るお方なのです。 
 神は愛の方である。神があわれみ深い方で
ある。私たちは何度も聞いてきました。そん
なことは知っています。しかし、本当にわ
かっていたのでしょうか。実は、ひとりひと
り頭の中で勝手に想像していたのです。「神
はこれくらいまでは大目に見てくれるかも
しれないけれど、でもここまでやったら絶対
に赦してくれない。」そんなふうに枠をはめ
て、神のあわれみを小さなものにしていたの
ではないか。 
 

（２）だから、気がつくようにと 
 最初、「さばいてはいけません」と言われ
ても、そうできない自分がいて悲しくなりま
した。責められているようにも思ってしまい
ました。そうではありません。 

 イエスは神がどれほどあわれみ深い方で
あるかを正しく教えるために、あえてこんな
言い方をされていたのです。私たちは、他人
の話は熱心に聞きませんが、自分のこととな
ると誰に言われなくても真剣に考えるとい
う習性をもっています。それでこんな言い方
をします。「皆さん、自分の敵を愛してみて
ください。愛せますか。皆さん、ほかの人を
さばかないでいられますか。皆さん、貸した
お金は返してもらわなくても結構ですと心
から思えますか。自分にひどいことをした人
を赦せますか。」そんなふうにして私たちの
心に問いかけます。 
 この問いかけに、私たちはどう応答するで
しょう。「努力して人を愛せるようにならな
ければ」と言うのでしょうか。悪いことは言
いません。あきらめたほうがよい。イエスは
そのような答えを求めているのではありま
せん。イエスは私たちに気がついていてもら
いたいだけなのです。私たち人間には絶対に
できないということを。絶対にできないとわ
かったとき、神はその反対にそこまで恩知ら
ずの悪人にあわれみ深いお方なのだと気が
つく。まるで鏡で逆さまに映し出すようにし
て、イエスは語っておられます。 
  

５ 量り返してもらう 
 最後に 38節について触れておきます。人
間同士、相手を量り、また相手から量られる
という関係が述べられています。でも人と人
との間にとどまることではありません。これ
を、神と人との関係に置きかえることもでき
ます。神がどれだけあわれみ深い方なのか、
私たちはそれぞれに心の中に神のあわれみ
を量る量りを持っていると考えてみましょ
う。ある人はこれくらい､また別の人はこれ
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くらい。人それぞれ量りが違います。「あな
たがたは人を量る量りで、量り返してもらう
からです。」 
 神はそれほどあわれみ深いとは思えない。
もしそう考えるなら、神からのあわれみは小
さくしか感じられません。でも、神は想像も
つかないほどあわれみ深い方であるとわか
るなら、神はそのとおりにあわれみを注いで
くださいます。 
 誤解のないように言いますが、だからと
言って、罪の赦しがこの人には小さく、この
人には大きいというようなことを言ってい
るのではありません。罪の赦しも、神のあわ
れみもどんな人にも等しく注いでください
ます。 
 違うのは、私たちの受け止め方だというこ
とです。どんな人にも同じ量のあわれみを注
いでくださるのに、私たちの受けとめる量り
が小さければ、多くは外にこぼれ落ちてしま
います。自分の量りが小さいことに気がつか
ずに、「私には神のあわれみは少ない」と嘆
きます。 
 けれども今度は逆に、私たちの受けとめる
量りが大きければどうなるでしょう。神のあ
われみを豊かに実感することができます。 
 ここまで聞いて、皆さんはいま疑問に思っ
ていらっしゃるかもしれません。「どうした
ら量りを大きくすることがきるのか、それが
知りたい。」 
 イエスはきちんと教えておられます。 
 「あなたがたはさばいてはいけませんと、
わたしは言います。でも、あなたがたはでき
ますか。 
 あなたがたは赦しなさいと、わたしは言い
ます。でも、あなたがたはできますか。 
 できないでしょう。であれば、できない自

分を見つめなさい。鏡に自分の姿を映し出し
なさい。そこに何が見えますか。見たくない
自分ですか。確かに本当の姿を見るのはつら
いでしょう。でもよく見てください。 
 鏡の中に映る人の姿が左右逆になるよう
に、できない自分を鏡に映し出すとき、神は
その正反対のことをしてくださるのです。
“私にはできません”と言うあなたに、神は恵
みをあなたに注いでくださることを見るよ
うになるのです。」 
 厳しく聞こえた主の御声でしたが、実は私
たちにあわれみを注ぐためであったことに
気がつきます。 
 弱さを恵みに変えてくださる主の御名を
あがめます。 
 


